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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月19日(2016.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブルアセンブリであって、
　第１の端から第２の端に延在する少なくとも第１の光ファイバーと、
　非コネクタベースの接続を用いて前記第１の光ファイバーの前記第１の端に取り付けら
れた能動型光モジュール（ＡＯＭ）であって、電気コネクタを含み、前記電気コネクタへ
の／からの電気信号と、前記第１の光ファイバーの前記第１の端への／からの光信号との
間を変換するように構成されており、かつ前記電気コネクタに電気的に接続された第１の
ストレージデバイスを含む、能動型光モジュール（ＡＯＭ）と、
　前記第１の光ファイバーの前記第２の端を終端する受動型光コネクタであって、前記受
動型光コネクタが第２のストレージデバイスと、前記第２のストレージデバイスに電気的
に接続されたストレージデバイスインターフェースとを含み、前記第２のストレージデバ
イスおよび前記ストレージデバイスインターフェースが、前記第１の光ファイバー上で搬
送される前記光信号から隔離される、受動型光コネクタと、
を備え、
　前記第１のストレージデバイスが、前記能動型光モジュールを識別する、その内部に記
憶されたＡＯＭ識別子を含み、
　前記第２のストレージデバイスが、前記第１の光ファイバーの前記第１の端が前記ＡＯ
Ｍ識別子を関連付けられていることを示す、その内部に記憶された第１の情報を含み、
　それによって、統合点が、前記能動型光モジュールが挿入される第１のポートを前記受
動型光コネクタが挿入される第２のポートに、前記第１のポートが、前記ＡＯＭ識別子と
関連付けられた、その内部に挿入された能動型光モジュールを有すると判定することによ
って、かつ、前記第２のポートが、前記ＡＯＭ識別子と関連付けられた前記能動型光モジ
ュールから反対のケーブルアセンブリの端にある、その内部に挿入された受動型光コネク
タを有すると判定することによって、関連付けることが可能である、ケーブルアセンブリ
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。
【請求項２】
　前記ＡＯＭ識別子が、前記能動型光モジュールの電気コネクタが接続されるホストデバ
イスに対して前記ＡＯＭを認証するために用いられる、請求項１に記載のケーブルアセン
ブリ。
【請求項３】
　前記非コネクタベースの接続が、前記ケーブルアセンブリが製造されるときになされる
永久接続と、前記能動型光モジュールが前記第１の光ファイバーにスプライスされる半永
久接続のうちの１つを含む、請求項１または２に記載のケーブルアセンブリ。
【請求項４】
　前記電気コネクタおよび前記能動型光モジュールが、業界合意（ＭＳＡ）に準拠するコ
ネクタおよびモジュールを含み、前記受動型光コネクタが、二重ＬＣ、ＳＣ、またはＭＰ
Ｏのファイバーコネクタを含む、請求項１から３の何れか一項に記載のケーブルアセンブ
リ。
【請求項５】
　前記第１のストレージデバイスが、前記電気コネクタの制御インターフェースを介する
通信用のＩ自乗Ｃ（Ｉ２Ｃ）バスプロトコルに対応する、請求項１から４の何れか一項に
記載のケーブルアセンブリ。
【請求項６】
　前記第１の情報が、前記ＡＯＭ識別子を含む、請求項１から５の何れか一項に記載のケ
ーブルアセンブリ。
【請求項７】
　システムであって、
　各能動型光モジュール（ＡＯＭ）の電気コネクタの接続のための複数のポートを有する
ホストデバイスと、
　各受動型光コネクタの接続のための複数のポートを有する受動型光相互接続部と、
　前記ホストデバイスと前記受動型光相互接続部との間に接続されるケーブルアセンブリ
であって、
　　第１の端から第２の端に延在する少なくとも第１の光ファイバーと、
　　非コネクタベースの接続を用いて前記第１の光ファイバーの前記第１の端に取り付け
られたＡＯＭであって、前記能動型光モジュールが、前記電気コネクタに電気的に接続さ
れた第１のストレージデバイスを含み、前記ＡＯＭが前記ホストデバイスの第１のポート
に接続される、ＡＯＭと、
　　前記第１の光ファイバーの第２の端に取り付けられた受動型光コネクタであって、前
記受動型光コネクタが、第２のストレージデバイスと、前記第２のストレージデバイスに
電気的に接続されたストレージデバイスインターフェースとを含み、前記第２のストレー
ジデバイスおよび前記ストレージデバイスインターフェースが、前記第１の光ファイバー
上で搬送される前記光信号から隔離され、前記受動型光コネクタが、前記受動型光相互接
続部の第２のポートに接続される、受動型光コネクタと、を含む、ケーブルアセンブリと
、
　前記ホストデバイスに通信可能に結合された統合点と、
を備え、
　前記第１のストレージデバイスが、前記能動型光モジュールを識別する、その内部に記
憶されたＡＯＭ識別子を含み、
　前記第２のストレージデバイスが、前記第１の光ファイバーの前記第１の端が前記ＡＯ
Ｍ識別子と関連付けられていることを示す、その内部に記憶された第１の情報を含み、
　前記ホストデバイスが、前記ＡＯＭ識別子を前記第１のストレージデバイスから獲得し
て、前記ＡＯＭ識別子を前記統合点に提供するように構成され、
　前記受動型光相互接続部と関連付けられたプロセッサが、前記第１の情報を前記第２の
ストレージデバイスから獲得して、前記第１の情報を前記統合点に提供するように構成さ
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れ、
　前記統合点が、前記ＡＯＭ識別子および前記第１の情報を、前記第１のポートおよび前
記第２のポートに対応する物理層情報と統合することにより、前記第１のポートを前記第
２のポートと関連付けるように構成される、システム。
【請求項８】
　ホストデバイスが、前記ＡＯＭを前記ホストデバイスに対して認証するために前記ＡＯ
Ｍ識別子を獲得するように構成される、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ホストデバイスが、スイッチ、ルータ、ゲートウェイ、アクセスポイント、サーバ
コンピュータ、エンドユーザコンピュータ、家電コンピュータ、またはストレージエリア
ネットワーク（ＳＡＮ）のノードのうちの１つを備える、請求項７または８に記載のシス
テム。
【請求項１０】
　前記第１の情報が、前記ＡＯＭ識別子を含む、請求項７から９の何れか一項に記載のシ
ステム。
【請求項１１】
　前記ホストデバイスが、前記ホストデバイスのところのＭＩＢブロック中に前記ＡＯＭ
識別子を記憶するように構成され、
　前記統合点が、Ｌａｙｅｒ２要求を前記ホストデバイスに対して発行することによって
、前記ＭＩＢ中の前記ＡＯＭ識別子を獲得するように構成される、請求項７から１０の何
れか一項に記載のシステム。
【請求項１２】
　ケーブルアセンブリであって、
　第１の端から第２の端に延在する少なくとも第１の光ファイバーと、
　非コネクタベースの接続を用いて前記第１の光ファイバーの前記第１の端に取り付けら
れた能動型光モジュール（ＡＯＭ）であって、電気コネクタを含み、前記電気コネクタへ
の／からの電気信号と、前記第１の光ファイバーの前記第１の端への／からの光信号との
間を変換するように構成されており、かつ前記電気コネクタに電気的に接続される第１の
ストレージデバイスを含む、能動型光モジュール（ＡＯＭ）と、
　前記第１の光ファイバーの前記第２の端を終端する受動型光コネクタであって、前記受
動型光コネクタが第２のストレージデバイスと、前記第２のストレージデバイスに電気的
に接続されたストレージデバイスインターフェースとを含み、前記第２のストレージデバ
イスおよび前記ストレージデバイスインターフェースが、前記第１の光ファイバー上で搬
送される前記光信号から隔離される、受動型光コネクタと、を備え、
　前記第１のストレージデバイスが、前記ケーブルアセンブリを識別する、その内部に記
憶されたケーブル識別子と、前記ＡＯＭを識別する、その内部に記憶されたＡＯＭ識別子
とを含み、前記ＡＯＭ識別子は、前記ＡＯＭを前記ホストデバイスに対して認証するため
のものであり、前記ケーブル識別子は、物理層管理のためのものであり、前記ケーブル識
別子は、ＡＯＭ情報のためには用いられない前記第１のストレージデバイスのメモリ位置
に記憶され、
　前記第２のストレージデバイスが、その内部に記憶された前記ケーブル識別子を含み、
　それによって、統合点が、前記能動型光モジュールが挿入される第１のポートを前記受
動型光コネクタが挿入される第２のポートに、前記第１のポートが、前記ケーブル識別子
と関連付けられた、その内部に挿入された能動型光モジュールを有すると判定することに
よって、かつ、前記第２のポートが、前記ケーブル識別子と関連付けられた、その内部に
挿入された受動型光コネクタを有すると判定することによって、関連付けることが可能で
ある、ケーブルアセンブリ。
【請求項１３】
　前記第１のストレージデバイス中の情報が複数のフィールドに編成され、前記ＡＯＭ識
別子が、業界合意（ＭＳＡ）によって必要とされる第１のフィールドに記憶されて、前記
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ＡＯＭ識別子に割り当てられ、前記ケーブル識別子が、前記ＭＳＡによって必要とされな
い第２のフィールド中に記憶される、請求項１２に記載のケーブルアセンブリ。
【請求項１４】
　前記第１のストレージデバイス中の情報が複数のフィールドに編成され、前記ＡＯＭ識
別子および前記ケーブル識別子が、前記ＭＳＡによって必要とされる第１のフィールドに
記憶されて、前記ＡＯＭ識別子に割り当てられる、請求項１２または１３に記載のケーブ
ルアセンブリ。
【請求項１５】
　前記ケーブル識別子が、ホストデバイスによる認証のための前記ＡＯＭ識別子の使用に
影響しない様式で前記ＡＯＭ識別子と組み合わされる、請求項１４に記載のケーブルアセ
ンブリ。
【請求項１６】
　前記第１のストレージデバイス中の情報が複数のフィールドに編成され、前記ＡＯＭ識
別子が、前記ＭＳＡによって必要とされる第１のフィールドに記憶されて、前記ＡＯＭ識
別子に割り当てられ、前記ケーブル識別子が、前記複数のフィールドのうちの１つの部分
ではない未割当スペースに記憶される、請求項１２に記載のケーブルアセンブリ。
【請求項１７】
　ケーブルアセンブリであって、
　第１の端から第２の端に延在する少なくとも第１の光ファイバーと、
　非コネクタベースの接続を用いて前記第１の光ファイバーの前記第１の端に取り付けら
れた能動型光モジュール（ＡＯＭ）であって、
　　電気コネクタであって、前記能動型光モジュールが、前記電気コネクタへの／からの
電気信号と、前記第１の光ファイバーの前記第１の端への／からの光信号との間を変換す
るように構成された、電気コネクタと、
　前記電気コネクタの１つ以上の接点に結合されるプログラム可能プロセッサと、
　　前記プログラム可能プロセッサに結合された第１のストレージデバイスであって、ケ
ーブルアセンブリを識別する、その内部に記憶されたケーブル識別子と、前記ＡＯＭを識
別する、その内部に記憶されたＡＯＭ識別子とを含み、前記ＡＯＭ識別子が、前記ＡＯＭ
を、前記電気コネクタに接続されたホストデバイスに対して認証するためのものであり、
前記ケーブル識別子が、物理層管理のためのものである、第１のストレージデバイスと、
を備え、
　　前記プログラム可能プロセッサが、前記第１のストレージデバイスにアクセスするよ
うに構成され、前記ＡＯＭ識別子を要求した前記ホストデバイスからの読み出しメッセー
ジに応答して、前記プログラム可能プロセッサは、前記ケーブル識別子の少なくとも一部
分を前記ＡＯＭ識別子によって使用されない返送メッセージの一部分に挿入するように構
成された能動型光モジュール（ＡＯＭ）と、
　前記第１の光ファイバーの前記第２の端を終端する受動型光コネクタであって、第２の
ストレージデバイスと、前記第２のストレージデバイスに電気的に接続されたストレージ
デバイスインターフェースとを含み、前記第２のストレージデバイスおよび前記ストレー
ジデバイスインターフェースが、前記第１の光ファイバー上で搬送される前記光信号から
隔離され、前記第２のストレージデバイスが、その内部に記憶されたケーブル識別子を含
む、受動型光コネクタと、
を備え、
　それによって、統合点が、前記能動型光モジュールが挿入される第１のポートを前記受
動型光コネクタが挿入される第２のポートに対して、前記第１のポートが、前記ケーブル
識別子と関連付けられた、その内部に挿入された能動型光モジュールを有すると判定する
ことによって、かつ、前記第２のポートが、前記ケーブル識別子と関連付けられた、その
内部に挿入された受動型光コネクタを有すると判定することによって、関連付けることが
可能である、
ケーブルアセンブリ。
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【請求項１８】
　前記ケーブル識別子の前記少なくとも一部分が、前記ＡＯＭ識別子に割り当てられた前
記返送メッセージ中のフィールドに挿入され、前記ケーブルの前記少なくとも一部分が、
前記ＡＯＭ識別子によって用いられない前記フィールドの部分に挿入される、請求項１７
に記載のケーブルアセンブリ。
【請求項１９】
　前記ケーブル識別子の前記少なくとも一部分が、前記ＡＯＭ識別子と連結される、請求
項１８に記載のケーブルアセンブリ。
【請求項２０】
　プラギング可能光学トランシーバであって、
　電気信号を通信するための第１の端のところの電気コネクタと、
　１つ以上の光ファイバーへの／からの光信号を通信するための第２の端のところの１つ
以上の光アダプタと、
　前記第２の端のところのストレージデバイスインターフェースであって、前記１つ以上
の光ファイバー上の対応するストレージデバイスインターフェースに接触するように構成
される、ストレージデバイスインターフェースと、
　前記１つ以上の光ファイバー上で送信するために、前記電気コネクタからの電気信号を
光信号に変換する送信機光アセンブリ（ＴＯＳＡ）と、
　前記電気コネクタから送出するために、前記１つ以上の光ファイバーからの光信号を電
気信号に変換する受信機光アセンブリ（ＲＯＳＡ）と、
　前記ＴＯＳＡおよびＲＯＳＡを制御するコントローラと、
　前記ストレージデバイスインターフェースと、前記電気コネクタの１つ以上の接点とに
結合されたプログラム可能プロセッサであって、前記ストレージデバイスインターフェー
スを介して前記１つ以上の光ファイバーでストレージデバイスにアクセスして、それから
得られた物理層管理（ＰＬＭ）情報を前記電気コネクタに接続されたホストデバイスに提
供するように構成された、プログラム可能プロセッサと、
を備える、プラギング可能光学トランシーバ。
【請求項２１】
　前記プログラム可能プロセッサに結合された第２のストレージデバイスを備え、
　ＡＯＭ情報が前記プラギング可能光学トランシーバを前記ホストデバイスに対して認証
するために前記第２のストレージデバイス中に記憶され、
　前記プログラム可能プロセッサが、前記ＡＯＭ情報を前記ホストデバイスに提供するよ
うに構成される、請求項２０に記載のプラギング可能光学トランシーバ。
【請求項２２】
　前記プログラム可能プロセッサが、前記ホストデバイスからの読み出しメッセージに応
答して、前記ＡＯＭ情報を前記ホストデバイスに提供するように構成される、請求項２１
に記載のプラギング可能光学トランシーバ。
【請求項２３】
　前記プログラム可能プロセッサが、前記ＡＯＭ情報と共に、前記ＰＬＭ情報の少なくと
も一部分を前記ホストデバイスに提供するように構成される、請求項２２に記載のプラギ
ング可能光学トランシーバ。
【請求項２４】
　前記プログラム可能プロセッサが、前記ＰＬＭ情報の前記少なくとも一部分を前記ＡＯ
Ｍ情報によって用いられない前記返送メッセージの一部分に挿入するように構成される、
請求項２３に記載のプラギング可能光学トランシーバ。
【請求項２５】
　前記ＰＬＭ情報がケーブル識別子を含む、請求項２４に記載のプラギング可能光学トラ
ンシーバ。
【請求項２６】
　前記ＡＯＭ情報がＡＯＭ識別子を含み、前記ＰＬＭ情報の前記少なくとも一部分が、前
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記ＡＯＭ識別子に割り当てられた前記返送メッセージ中のフィールドに挿入され、前記Ｐ
ＬＭ情報の前記少なくとも一部分が、前記ＡＯＭ識別子によって用いられない前記フィー
ルドの部分に挿入される、請求項２４または２５に記載のプラギング可能光学トランシー
バ。
【請求項２７】
　前記ＰＬＭ情報の前記少なくとも一部分が、前記ＡＯＭ識別子と連結される、請求項２
６に記載のプラギング可能光学トランシーバ。
【請求項２８】
　システムであって、
　ホストデバイスと、
　前記ホストデバイスに接続されたプラギング可能光学トランシーバであって、
　　電気信号を通信するための第１の端のところの電気コネクタであって、前記ホストデ
バイスの第１のポートに接続された、電気コネクタと、
　　光信号を通信するための、第２の端のところの１つ以上の光アダプタと、
　　前記第２の端のところの第１のストレージデバイスインターフェースと、
　　前記第１のストレージデバイスインターフェースと、前記電気コネクタの１つ以上の
接点とに結合されたプログラム可能プロセッサと、を含むプラギング可能光学トランシー
バと、
　第１の端上に第１の受動型光コネクタを有する光ファイバーケーブルであって、前記第
１の受動型光コネクタが、第１のストレージデバイスと、これと関連付けられた第２のス
トレージデバイスインターフェースとを有し、前記第１の受動型光コネクタが、前記プラ
ギング可能光学トランシーバの前記１つ以上の光アダプタに接続され、前記第２のストレ
ージデバイスインターフェースが、前記第１のストレージデバイスインターフェースに接
触する、光ファイバーケーブルと、
　前記ホストデバイスに通信可能に結合された統合点と、
を備え、
　前記プログラム可能プロセッサが、前記第１のストレージデバイスインターフェースを
介して前記光ファイバーケーブルで前記第１のストレージデバイスにアクセスして、それ
から得られた物理層管理（ＰＬＭ）情報を前記ホストデバイスに提供するように構成され
、
　前記ホストデバイスが、前記プラギング可能光学トランシーバに読み出しメッセージを
送出して、それからＡＯＭ情報を獲得するように構成され、
　前記プラギング可能光学トランシーバの前記プログラム可能プロセッサが、前記ホスト
デバイスからの前記読み出しメッセージに応答して、返送メッセージ中に前記ＡＯＭ情報
と共に、前記第１のストレージデバイスから得られた前記ＰＬＭ情報を含むように構成さ
れ、
　前記ホストデバイスが、前記ＰＬＭ情報を前記統合点に提供するように構成される、
システム。
【請求項２９】
　前記ホストデバイスが、前記ＡＯＭ情報および前記ＰＬＭ情報を、前記ホストデバイス
のところのＭＩＢブロック中に記憶するように構成され、
　前記統合点が、Ｌａｙｅｒ２要求を前記ホストデバイスに対して発行することによって
、前記ＭＩＢ中の前記ＰＬＭ識別子を獲得するように構成される、請求項２８に記載のシ
ステム。
【請求項３０】
　前記ＰＬＭ情報が、前記ＡＯＭ情報で用いられない前記読み出しメッセージの一部分に
挿入される、請求項２８または２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記プログラム可能プロセッサが、前記１つ以上の接点上で前記ホストデバイスに送出
されるメッセージ用のＩ２Ｃ（Ｉ自乗Ｃ）インターフェースに適合するように構成される
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、請求項２８から３０の何れか一項に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記ＡＯＭ情報がＡＯＭ識別子を含み、前記ＰＬＭ情報がケーブル識別子を含む、請求
項２８から３１の何れか一項に記載のシステム。
【請求項３３】
　各受動型光コネクタの接続のための複数のポートを有する受動型光相互接続部を備え、
　前記光ファイバーケーブルが、前記第２の端上に第２の受動型光コネクタを含み、前記
第２の受動型光コネクタが、前記受動型光相互接続部の第２のポートに接続され、前記第
２の受動型光コネクタが、それと関連付けられた第２のストレージデバイスを有し、
　前記受動型光相互接続部と関連付けられたプロセッサが、前記第２のストレージデバイ
スから第２のＰＬＭ情報を獲得して前記第２のＰＬＭ情報を前記統合点に提供するように
構成され、
　前記統合点が、前記第１のストレージデバイスからの前記ＰＬＭ情報および前記第２の
ストレージデバイスからの前記第２のＰＬＭ情報を、前記第１のポートおよび前記第２の
ポートに対応する物理層情報と統合することによって、前記第１のポートを前記第２のポ
ートに関連付けるように構成される、
請求項２８から３２の何れか一項に記載のシステム。
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